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13．サービス窓口に連絡する前に－トリップ情報とその対策

13．1 トリップの原因表示および警報表示の内容と対策

異常が発生した場合は、サービス窓口に連絡する前に、下表に従って故障の診断を行ってください。

その結果、部品交換が必要になった場合、またはこのトリップ内容に対する対策だけで、解決しない場合は、イン

バータのご購入先にご連絡ください。

［トリップ情報］ 
表 示 故障コード 名 称 内 容 対  策 

 E 0011 非常停止 ・自動運転中及び遠方運転中に

パネルまたは外部(端子台ま

たは通信)から非常停止が入

力された。

・リセットしてください。 

・非常停止の指令を入力している場合は、

解除してからリセットしてください。 

 E-13 0045 速度異常 ・入力電圧が異常変動しました。

・過電圧制限動作による速度異

常 

・入力電圧に異常がないか確認してく

ださい。

・オプションのブレーキモジュールを

つけてください。

＊



E-18 0032 アナログ信号断

線 

・ VI の入力信号が f633の設

定値以下になっています。 

・VI の信号線が断線していないかチェ

ックしてください。また、入力信号値

またはの設定値をチェックし

てください。 

 E-19 0033 本体 CPU通信

異常 

・制御用 CPU間の通信異常で

す。 

・サービス窓口にご連絡ください。 

 E-20 0034 トルクブースト

量過大

・自動トルクブースト量 

が大きすぎます。

・モータのインピーダンスが小さい。

・自動トルクブースト量 を 

小さくしてください。

・オートチューニングしてください。 

 E-21 0035 CPU異常 2 ・制御用のＣＰＵが異常です。 ・サービス窓口にご連絡ください。 

 E-26 003A CPU異常 3 

 EEP1 0012 EEPRO異常 1 ・ EEPROMへの書込みに失敗

しました。

・電源を再投入してください。

復帰しない場合はサービス窓口にご

連絡ください。 

 EEP2 0013 EEPRO異常 2 ・電源しゃ断などで、 の実

行が中断されました。

・ EEPROMからの読出しに失敗

しました。

・電源を再投入して、再度 を実行 

してください。

・電源を再投入してください。

復帰しない場合はサービス窓口にご

連絡ください。 

 EEP3 0014 EEPRO異常 3 ・ EEPROMが異常です。 ・サービス窓口にご連絡ください。 

 EF2 0022 地絡トリップ ・出力ケーブルまたはモータが

地絡しました。

・配線や機器が地絡していないかチェ

ックしてください。

＊ 



EPHI 0008 入力欠相 ・主回路入力側が欠相していま

す。 

・主回路コンデンサの容量が不

足しています。

・入力主回路配線など入力側が欠相し

ていないかチェックしてください。

・入力欠相検出パラメータ =0 

にしてください。

・主回路コンデンサの容量抜けがない

かチェックしてください。 

13 

＊パラメータにてトリップの有り・無しの選択ができます。
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［トリップ情報］ 

13 

表 示 故障コード 名 称 内 容 対  策

＊ 



EPHO 0009 出力欠相 ・主回路出力側が欠相していま

す。 

・モータのインピーダンスが大

きい。

・出力主回路配線および電動機など出力

側が欠相していないかをチェックを

してください。

・出力欠相検出パラメータ ＝0 

にしてください。 

 ERR2 0015 本体 RAM異常 ・制御用のＲＡＭが異常です。 ・サービス窓口にご連絡ください。 

 ERR3 0016 本体 ROM異常 ・制御用のＲＯＭが異常です。 

 ERR4 0017 CPU異常 1 ・制御用のＣＰＵが異常です。 

 ERR5 0018 通信異常 ・外部機器との通信が途絶えました。 ・通信機器 ,配線等チェックしてください。 









ETN 

ETN1 

ETN2 

ETN3 

0028 

0054 

0055 

0056 

オートチューニ

ングエラー

・モータ用パラメータ 、 

、、、 

が正しく設定されて

いない。

・左記パラメータを、モータ銘板どおり

に正しく設定し、再度チューニングし 

てください。

・パラメータ f416を70％以下に

設定して、オートチューニングを

再度実行してください。 

・インバータ容量より２ランク以

下のモータを使用している。

・インバータ出力ケーブルに極端

に細いものを使用している。

・三相誘導電動機以外のものを

接続している。

・左記パラメータを、モータ銘板どおり

に正しく設定し、再度チューニングし

てください。

・そのうえでトリップ発生した際は、 

f400＝1を設定してください。

・モータが接続されていません。 ・モータを接続してください。

・2次側開閉器が ONになっているか

確認してください。

・モータが回転している。 ・モータの回転が止まってから、再度チ

ューニングしてください。 

 ETYP 0029 インバータ

形式エラー

・故障です。 ・サービス窓口にご連絡ください。 

 OC1 0001 加速中過電流 ・加速時間が短い。 ・加速時間を長くしてください。

・V /F が不適当です。 ・ V/F パラメータをチェックしてくだ

さい。

・瞬停等発生時、回転中のモー

タに対して始動をかけた。 

・瞬停再始動、瞬停ノンストッ

プ制御を使用してください。

・特殊モータ(インピーダンス

小)を使用している。

・pt=0, 1のとき、vbを下げてくだ

さい。

・pt=2, 3, 4のとき、f415(モータ

定格電流)を設定してオートチューニ

ングしてください。

・モータへのケーブル長が長い。 ・出力側に交流リアクトルなどが必要で

す。（１.４.３項（４）参照） 

 OC2 0002 減速中過電流 ・減速時間が短い。 ・減速時間を長くしてください。

・モータへのケーブル長が長い。 ・出力側に交流リアクトルなどが必要

です。（１.４.３項（４）参照） 

 OC3 0003 定速運転中過電

流 

・負荷が急変しました。 

・負荷が異常です。

・負荷の変動を少なくしてください。

・負荷装置のチェックをしてください。

・モータへのケーブル長が長い。 ・出力側に交流リアクトルなどが必要

です。（１.４.３項（４）参照）

＊パラメータにてトリップの有り・無しの選択ができます。
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［トリップ情報］
表 示 故障コード 名 称 内 容 対  策 

 OCA 0005 始動時ｱｰﾑ過電

流 

・主回路素子が異常です。 ・サービス窓口にご連絡ください。 

 OCL 0004 過電流

(始動時負荷側

過電流) 

・出力主回路配線、モータの絶

縁が不良です。

・モータのインピーダンスが小

さい。

・ 2 次側の配線及び絶縁状態をチェック

してください。

・f613=2, 3にしてください。 

 OH 0010 過熱 ・冷却ファンの寿命または故障。 ・運転時に冷却ファンが動作しない場合

は、冷却ファンの交換が必要です。

サービス窓口にご連絡ください。

・周囲温度が、仕様範囲外の高

温または低温。

・仕様範囲の周囲温度で使用してくださ

い。 

・冷却ファンの通風口が塞がれ

ている。

・インバータ据付けスペースを確保して

ください。

・他の発熱体が近接している。 ・インバータの近くには発熱体を置かな

いでください。

・負荷が大きい。 ・負荷を低減してください。

・f300：PWMキャリア周波数を下

げてください。

・f316=1（キャリア周波数自動低減

あり）に設定してください。

・温度センサーの故障（仕様範

囲の周囲温度で、時間をおいて

リセットしても常に発生する

場合）。 

・サービス窓口にご連絡ください。 

 OL1 000D インバータ ・急加速をしている。 ・加速時間を長くしてください。

過負荷 ・直流制動量が大きすぎる。 ・直流制動量，直流制動時間 

を小さくしてください。

・Ｖ/F が不適当。 ・ V/Fパラメータをチェックください。 

・瞬停等発生時、回転中にモー

タに対して始動をかけた。 

・瞬停再始動、瞬停ノンストッ

プ制御を使用してください。

・負荷が大きすぎる。 ・本体定格を大きくしてください。

・ PWMキャリア周波数 f300の設定

を 4kHz 以下にしてください。 

 OL2 000E モータ

過負荷

・V /F 不適当です。 ・V /F 設定パラメータをチェックして

ください。

・モータ拘束状態が発生。 ・負荷装置のチェックをしてください。

・低速領域での連続運転。 

・モータの過負荷運転。 

・モータ低速領域過負荷耐量にあわせ、 

を調整してください。 

 OL3 003E 主素子過負荷 ・低速度（主に15Ｈｚ以下）

にて、キャリア周波数が高く、

負荷電流が大きくなっていま

す。 

・運転周波数を上げてください。

・負荷を低減してください。

・f300：PWMキャリア周波数を下

げてください。

・回転しているモータを０Ｈｚ起動して

いる場合は、瞬停再始動機能を使用し

てください。

・f316=1（キャリア周波数自動低減

あり）に設定してください。
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［トリップ情報］

13 

表 示 故障コード 名 称 内 容 対  策 

 OP1 000A 加速中過電圧 ・入力電圧が異常変動しました。 ・入力リアクトルを挿入してみてくだ

①電源容量が２００ｋＶＡ以上

②力率改善用コンデンサの開閉

があった。

い。 

③サイリスタ使用の装置が同一

電源ラインに接続されている。

・瞬停発生時、回転中にモータ ・瞬停再始動，瞬停ノンストッ

に対して始動をかけた。 プ制御を使用してください。 

 OP2 000B 減速中過電圧 ・減速時間が短い（回生

エネルギーが大きすぎる）。

・減速時間を長くしてください。

・過電圧制限動作 が ・過電圧制限動作 を 0, 2, 3に

1(制限動作無し)に設定され 設定してください。

ている。

・入力電圧が異常変動しました。 ・入力リアクトルを挿入してみてくだ

①電源容量が２00 kVA 以上。 い。 

②力率改善用コンデンサの開閉

があった。

③サイリスタ使用の装置が同一

電源ラインに接続されている。

 OP3 000C 定速運転中 ・入力電圧が異常変動しました。 ・入力リアクトルを挿入してみてくだ

過電圧 ①電源容量が２00 kVA 以上。

②力率改善用コンデンサの開閉

があった。

い。 

③サイリスタ使用の装置が同一

電源ラインに接続されている。

・モータが負荷側の力でインバ ・ブレーキモジュール（オプション）を

ータ出力周波数以上に回され 取り付けてください。

回生状態となった。

＊ OT 0020 過トルクトリッ ・運転中に過トルク検出レベル ・過トルクトリップ選択パラメータ 

 プ に負荷トルクが達しました。 にて選択ができます。

・システムに異常がないかチェックし

てください。

＊ UC 001D 低電流運転状態 ・運転中に、低電流検出レベル ・低電流検出パラメータ にて

 トリップ に出力電流が低下しました。 選択ができます。

・システムにあった検出レベルに調整

されているかチェックしてください

（、、）。 

・設定に異常がなければサービス窓口

にご連絡ください。

＊ 



UP1 001E 不足電圧トリッ

プ(主回路) 

・運転中に入力電圧(主回路)が

不足。

・入力電圧をチェックしてください。

・不足電圧検出パラメータ にて

選択ができます。

・瞬停対策を設定するには、 ＝ 

、を設定し、かつ瞬停ノンストッ

プ制御、瞬停再始動制御 

を設定してください。

＊パラメータにてトリップの有り・無しの選択ができます。
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［アラーム情報］以下はメッセージです。トリップは発生しません。 
表 示 名  称 内  容 対  策 

 A-05 出力周波数上限 ・基底周波数（vlまたは f170）

の１０倍より高い周波数で運転

しようとしています。

・基底周波数の１０倍以内で運転してく

ださい。 

 A-17 パネルキー異常 ・RUNまたは STOP キーを 20

秒以上押しています。

・キーが故障しています。 

・操作パネルをチェックしてください。 

 ATN オートチューニング中 ・オートチューニング中です。 ・数秒待って消えれば正常です。 

 CLR クリア受付可能表示 ・トリップ表示後 STOP キーを押

すとこの表示が出ます。 

・もう１度 STOP キーを押すとリセッ

トできます。 

 DB 直流制動時表示 ・直流制動中です。 ・数十秒待って消えれば正常です。

注１） 







E1 

E2 

E3 

パネル表示桁オーバ

ーフロー

・周波数等のパネル表示桁数が 4

桁を超えています。

（数字は上位桁を優先して表示

しています。） 

・周波数表示の場合、フリー単位表示倍

率を小さくしてください。 

 E-49 外部電源入力ロジッ

ク切換え確認アラー

ム 

・入力端子が外部電源（＋２４V）

入力のシンクロジックに切り換

わります。

・制御回路端子の接続を外してから、リ

セットまたは電源を再投入してくだ

さい。ロジックが切り換わります。 
 E-50 ソースロジック切換

え確認アラーム

・入力端子がソースロジックに切

り換わります。 

 E-51 シンクロジック切換

え確認アラーム

・入力端子がシンクロジックに切

り換わります。 

／



EASY/ 

STD 

簡単設定／標準設定

切換え表示
・標準モニタ表示状態で、E ASY

キーを押した。 

・easyが表示された場合、設定モー

ドは簡単設定モードとなります。 

stdが表示された場合、標準設定モ

ードとなります。 

 EOFF 非常停止受付可能表

示 

・自動運転及び遠方運転中にパネ

ルで停止の操作をしています。

・ STOP キーを押すと非常停止します。

中止する場合は他のキーを入力して

ください。 

 ERR1 周波数のポイント設

定異常アラーム

・周波数設定信号のポイント１と

ポイント２の設定が近すぎま

す。 

・周波数設定信号のポイント１とポイン

ト２の設定値を離して設定してくだ

さい。 

／



HEAD/ 

END 

先頭および最後尾デ

ータの表示

・グループ内の先頭および最

後尾データです。

・M ODE キーを押すとグループ内から

抜けることができます。 

／



HI/ 

LO

設定値異常警報

エラー表示とデータ

を交互 2 回表示

・データの読出し時及び書込み時

に設定値に異常がありました。

・設定値に異常がないかチェックしてく

ださい。 

 INIT パラメータ初期化中 ・パラメータを標準出荷設定に初

期化中です。

・数秒から数十秒待って消えれば正常

です。 

 LSTP 下限周波数連続運転

時自動停止動作表示

・の自動停止機能が動作し

ています。

・周波数指令値が下限周波数（LL）＋

0.2Hz 以上になった時、または運転

指令が OFFになった時解除されます。
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注１）入力端子選択で直流制動（ＤＢ）にＯＮ／ＯＦＦ機能を選択しているときは、その端子とＣＣ間を解放して表示“ ”

が消えれば正常です。 
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［アラーム情報］以下はメッセージです。トリップは発生しません。 
表 示 名  称 内  容 対  策 

 MOFF 主回路不足電圧 ・主回路電源 R、 S、 T 間の電圧が

不足しています。

・主回路電源電圧を測定してください。

正常であれば修理が必要です。

・単相 100V機種の場合、

P０と PＡ/+端子間の短絡バー

が外されています。

・P0と PA/+端子間に、短絡バーを接

続してください。 

 NERR トリップ履歴のトリ

ップ履歴無し

・パラメータの初期化後、トリップ

履歴に新規の記録はありません。

・正常です。 

 N--- 過去トリップ詳細情

報なし

・数値での交互表示中に、

設定ダイヤルの中央を押すこと

で過去トリップ詳細情報を読み

出した。 

・正常です。MODEキーで上位モード

へ戻れます。 

 OFF 運転準備機能 OFF ・運転準備機能を割り付けた端子

と CC間が開放されています。

・運転準備機能を割り付けた端子と CC

間を閉じてください。 

／



PASS/ 

FAIL

パスワード解除時結

果表示

・パスワード設定（ f738）後に 

f739（パスワード解除）に、

パスワードを入力した。 

・パスワードが一致なら 表示、

不一致ならが表示されます。 

 RTRY リトライ中表示 ・リトライ動作中です。 

・瞬停が発生しました。モータ速

度を検出中です。

・自動的に再始動します。機械が急に動き

出す場合ありますので注意ください。 



注２）

SET 適用地域の入力要求 ・初回電源投入時。

・地域選択確認パラメータ set＝ 

0に設定した。 

・typ＝13に設定した。

・設定ダイヤルを使用して適切な地域を

設定してください。（３.１項参照） 

 STOP 停電時減速停止機能

動作表示

・（瞬停ノンストップ制御）

の減速停止機能が動作しました。

・電源リセットもしくは運転信号の再投

入で再始動します。

注２）セットアップメニュー起動時の は点滅表示します。このときキー操作はできません。 

パラメータの表示は、通常パラメータと同様に点滅表示しません。 

［プリアラーム情報］以下はメッセージです。トリップは発生しません。以下の表示と周波数が交互に点滅されます。
表 示 名  称 内  容 対  策 

 C 過電流プリアラーム ・過電流ストールレベル以上の電流が流れたとき （過電流）と同様 

 H 過熱プリアラーム ・過熱保護プリアラームレベルに達したとき （過熱）と同様 

 L 過負荷プリアラーム ・負荷積算量がトリップ値の50%以上に達したとき

・主回路素子温度が過負荷プリアラームレベルに達した

とき 

（過負荷）同様 



 P 過電圧プリアラーム ・過電圧ストールレベル以上の電圧が発生したとき

・過電圧ストールレベル以下であっても、急激な電圧上

昇が発生したとき 

（過電圧）と同様 

 T 通信プリアラーム ・パラメータ f803設定時間以上の通信が途絶えたとき err5（通信異常）と同様 

13 

各プリアラーム表示において、同時に複数の現象が発生した場合には、次の表示が点滅します。 

，， （点滅表示は、 ，，，．の順に左詰めで表示されます。） 
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13．2 トリップ原因のリセット方法

故障、異常などでトリップしているインバータのリセットは、トリップ原因が取り除かれてから行ってください。

トリップ原因が取り除かれていないと再トリップします。十分ご注意ください。

トリップ状態のリセットは、

（１）電源を切る（ＬＥＤディスプレイが消灯するまで） 

注）インバータトリップ保持選択 をご参照ください。 

（２）外部信号（制御端子台 ＲES－ＣＣ間短絡→開放）：入力端子台にリセット機能の割付けが必要です。 

（機能番号：８、９） 

（３）パネルによる操作 

（４）通信によるトリップクリア（詳細は「通信機能説明書」（E6581656）を参照ください。） 

のいずれかで行います。 

パネルリセットは以下の通りです。

１．STOPキーを押して  表示が出ることを確認してください。

２．さらに STOP キーを押すことにより、トリップ原因が取り除かれていればリセットされます。

☆過負荷保護 ：インバータ過負荷 に関しては、外部信号リセットやパネルリセットでは 

：モータ過負荷

仮想冷却時間の間、リセットできません。

仮想冷却時間目安 ·· トリップ後 約 ３０秒間

 トリップ後 約１２０秒間

☆（主素子過負荷）については、仮想冷却時間はありません。 

☆過熱（ ）の場合、インバータ内部にて温度を検出していますので、内部の温度が十分低下するまで時間を

おいて、リセットをしてください。

☆端子から非常停止の信号が入力されている間は、リセットできません。

～注意！～

緊急にてリセットをしたい場合には、一度電源を切ってリセットして対応することも可能ですが、頻繁に行う

と装置やモータにダメージを与えることになりますので、ご注意ください。
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13．3 トリップ表示がないのにモータが回らないときは｡｡｡ 

７セグメントＬＥＤディスプレ
イが点灯していますか？

入力電源，ＭＣＣＢをチェックしてください。
入力電源は正常ですか？

電源を正常に入力してください。

サービス窓口にご連絡ください。 

P0 と PA/+端子間を確認してくださ
い。短絡バーは接続されていますか？

P0と PA/+端子間に、短絡バーを接続し
てください。

トリップ表示がないのにモータが運転できない場合には、以下の手順でチェックしてください。 

が点灯していますか？ ･ＳＴ－ＣＣ間が開放しています。制御端子台上のＳＴ（運転準備）機能に割り付けた端子と
ＣＣ間を閉じてください。
･ＦＲＲ－ＣＣ間が閉じています。制御端子台上のＦＲＲ（フリーラン）機能を割り付けた
端子とＣＣ間を開放してください。
･常時動作機能選択（ ）の設定を確認してください。（６ .3.２項参照）

故障表示が点灯していますか？ 

１３.１項参照

故障原因を調査して故障要因を取り除いてからリセットをしてください。
リセット方法は、１３.２項を参照してください。 

モータが回らない
はい ：
いいえ：

13 

と故障表示が交互に点灯
していますか？

表示していますか？

RUN/STOP キーのＬＥＤ

ランプが点灯していますか？

RUN/STOP キーのＬＥＤ
ランプが消灯していますか？

リトライ中です。停止、非常停止操作または、電源ＯＦＦすることでリトライ機能は 
停止します。 

･パネル運転の場合…RUNキーをＯＮすることで運転可能です。
･パネル運転周波数が設定されているかチェックしてください。（３.２.２項参照）
･その他の運転の場合…運転操作選択 を設定変更します。（３.２.１項参照）

･パネル運転の場合…運転操作選択 を１に設定変更します。（３.２.１項参照） 
･入力端子の状態は、モニタでも確認できます。（８.２.１項参照）
･その他の運転の場合…外部運転指令が入力されているかチェックしてください。

･周波数設定信号がゼロになっていないかチェックしてください。
･周波数設定信号のパラメータ の設定内容をチェックしてください。（３.２.２項参照） 
･周波数設定信号のポイント１･２の設定をチェックしてください。(６.５.２項参照)
･運転開始周波数の設定が運転周波数より大きくなっていないかチェックしてください。
（６.６.２項参照）
･周波数設定（多段速運転周波数など）がゼロになっていないかチェックしてください。
･モータにかかる負荷が大きいすぎないか、拘束されていないかをチェックしてください。
→負荷を少なくしてください。 
･制御回路端子の接続がシンク／ソース切換のパラメータ f127の設定と合っているかをチ
ェックしてください。（2.3.２項参照）

パラメータ表示、モニタ表示などから表示内容を確認してください。
パラメータ表示一覧表は１１章、モニタ表示は８章を参照してください。
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13．4 その他の異常現象のチェック方法 

その他の異常現象の原因およびその対策を下記に示します。

異常現象 原因と対策 

モータの回転方向が逆である ・出力端子Ｕ，Ｖ，Ｗの相順を入れ換えてください。 
・外部運転信号の正転、逆転信号入力を入れ換えてください。 
（制御端子機能割付け 7.2.1 項参照） 
・パネル運転の場合、パラメータ を変更してください。 

モータは回転するが、速度が変
化しない 

・負荷が重過ぎる。負荷を少なくしてください。 
・過負荷ストール機能が動作している。 
過負荷ストール機能をＯＦＦしてください。（3.5 項参照） 
・最高周波数 、上限周波数 の設定値が低い。 
最高周波数 、上限周波数 の設定値を上げてください。 
・周波数設定信号が低い。信号入力値、回路、配線などのチェックをしてください。 
・周波数設定信号の設定特性（ポイント１、ポイント２設定）をチェックしてください。 
（6 .5.2 項参照） 

・低速時の場合、トルクブースト量が大きすぎて、ストール防止警報が働いていないかチェ
ックしてください。トルクブースト量（ ）、加速時間（ ）の調整をしてください。
（5 .12項、5. 3 項参照） 

モータの加速／減速がスムーズ
でない 

・加減速時間（ ）および減速時間（ ）の設定が短い。 
加減速時間（ ）および減速時間（ ）の設定を長くしてください。 

モータの電流が大きい ・負荷が重過ぎる。負荷を少なくしてください。 
・低速時の場合、トルクブースト量が大きすぎていないかチェックしてください。 
（5 .12項参照） 

モータの回転が高い、または低
い 

・モータの電圧仕様が不適切。モータの電圧仕様をあわせてください。 
・モータの端子電圧が低い。基底周波数電圧（ ）の設定値をチェックしてください。 
（5 .10項参照） 
ケーブル配線を太くしてください。 
・ギヤなどの増減速比が正しくない。ギヤなどの増減速比が正しくしてください。 
・出力周波数の設定が正しくない。出力周波数範囲の設定をチェックしてください。 
・基底周波数を合わせてください。（5 .10項参照） 

運転中モータ回転速度が変動す
る 

・負荷が重過ぎたり、または軽過ぎたりしている。負荷変動を小さくしてください。 
・負荷に対してインバータ、モータの定格値が合っていない。 
インバータおよびモータの定格値を大きいものにしてください。 
・周波数設定入力信号が変化していないかチェックしてください。 
・Ｖ／Ｆ制御選択 ＝3の設定の場合、ベクトル制御の設定値および条件などをチェック 
してください。（ 5.11 項参照） 

パラメータの変更が 
できない 

パラメータ設定禁止選択 がまたは （禁止）の場合には、 （許可）に変更します。
※安全のため運転中に設定変更できないパラメータがあります。 
（6 .18.1 項、 11.8 項参照） 

通信できない 通信機能説明書( E6581656)の ”付録 4 トラブルシューティング ” を参照してください。 
７セグメントＬＥＤディスプレ
イが “ data”や“0000”
となっている。 

・標準モニタ表示選択 f710＝18(通信による任意表示)が設定されている。 
・f710の設定を変更してください。 ⇒ 6. 18. 5 項を参照 
・f710＝18についての詳細は、シリアル通信機能説明書 (E6581656)を参照ください。

パラメータ設定上で問題が起こったときの対処方法

いくつかのパラメータを変更し
たが、変更したパラメータがわ
からない 

変更したパラメータの検索・再設定ができます。 
＊詳細は、4. 3.1 項を参照してください。 

変更したすべてのパラメータを
標準出荷設定値に一括して戻し
たい 

変更したすべてのパラメータを一括して標準出荷設定値に戻すことができます。 
＊詳細は、4. 3.2 項を参照してください。 
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